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部分 ベクトル空間

IRn : = () xiz.,xutp{:= }
: の次元数( )ベクトル空間%

W 1 a v の 部分 ヘットル空間であるVの部分集合Ct

ベクトルある, …、 UK ε V が存在 して

W = Span (V ,. ", Uz )
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}～

とかける す
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ベクトル空間 の 基底

U,",WK
□^ クトル { }ペクトル 空間 V の 基底である

。

⇒ …}は 一次独立の
定もい

ひい…、Kはく} ペットル 空間 V を 張る②

まり √= Span (W,,政 ) とかける
。

ィ

例 。 T= Span( ( i ) , (: ) ) CIR
3

w .= (;)(; ). { イa √ のキティ



～) (「 の 定ギから \T = Span (Y ,⑫)である③

}は一次独立である①

{ = ( ?) . =( 英 ) }12 Vのモティ政

～) W. = W . tW 2 EIT ,WT 2 =- ε 1T なので②

Span (w,U) = Span (ひ ,政 ) = V
.

we, } 2一次独立であるの一欲い

{w = S( ら ) (は V のキティでない

～～ sψ F ①なので 一次独立の

Span (ψ ) キ Span (,π) =√
ベットル 空間の次元

V : ペットル 空間

」…K ε V . V の基
》

dimV . = R : √ α次元 という



例 y = Span ( ( ? )
,
(学 )

,
( ' ; ) )CR
s

いひたは V の基

～) dimV = 2
.

0 √= Span ( o ) = { 0 }

基底 なし
～. dimU = 0

.

線形写像

ヘットル空間 √ ,
W の 間 の写像

f : V → W が 線形写像である

(=3 f 1a 以下 の (L) ,[ 2)条件を満た
定ギ ー任意 のひ , π ← V =対 (て《 7 )

f (V'「 政 ) = f( )+ 5 (2 )

(L 2 ) 任意 の λε (R
,
πε V に 対 マ

f ( λψ ) = λ f (i)



例 IT = IR
,
WIR とするƩ マ

A = 凸 0( = 1 )
に 対 して

5 . V → W
.
ψ→ Av は

線形写像 である (演 )

定理
任意 の 線形写像 f : 1R^→ 1Rm に 対 して

f (ψ) = AV Ʃ 満たす M× n)行列 が

唯 一 つ 存在 する
。

核 と像

線形写像 f : 1 → W に 対 して

Ker (f )÷ {WEV I fcu) = 0 } CV

を f の 核と…

Im (f ) : = { f (V) EWI WEU } CW

を 5 の 像 という
H

命題 f : V → W : 線形
0 Ker (f ) C V 2 V の 部音分 ～sトル

空

0 Im (5) C W は W の ィ
ー

0




